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原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
71
年
を
迎
え
た
８
月
６

日
の
広
島
、
９
日
の
長
崎
に
あ
わ
せ
、
今
年
も
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
被
爆
地
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
を
中
心
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰

原
爆
の
被
害

１
９
４
５
年
８
月
６
日
午
前

８
時
15
分
、
原
子
爆
弾
「
リ
ト

ル
ボ
ー
イ
」
が
投
下
さ
れ
、
広

島
県
産
業
奨
励
館
（
原
爆
ド
ー

ム
）
付
近
の
上
空
６
０
０
メ
ー

ト
ル
で
爆
発
し
た
。
広
島
市
全

域
が
廃
墟
と
化
し
、
推
計
人
口

35
万
人
の
う
ち
、
１
９
４
５
年

末
ま
で
に
約
14
万
人
が
原
爆
の

被
害
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
。

爆
心
地
周
辺
の
地
表
面
の
温

度
は
３
０
０
０
〜
４
０
０
０
度

に
も
達
し
た
。
爆
心
地
か
ら
約

１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で

さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
ま
ま
熱

線
を
浴
び
た
人
は
、
皮
膚
が
焼

き
尽
く
さ
れ
、
内
臓
に
ま
で
障

害
を
受
け
、
ほ
と
ん
ど
が
即
死

か
数
日
の
う
ち
に
亡
く
な
っ

た
。
爆
心
地
か
ら
３
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
も
素
肌

の
部
分
は
火
傷
を
負
っ
た
。

放
射
線
は
、
人
体
の
奥
深
く

に
入
っ
て
細
胞
を
破
壊
し
、
肺

や
肝
臓
等
の
内
臓
を
侵
す
な
ど

の
深
刻
な
障
害
を
引
き
起
こ
し

た
。
ま
た
、
胎
内
被
爆
児
は
出

生
後
も
死
亡
率
が
高
く
、
小
頭

症
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
り
も

し
た
。
５
〜
６
年
が
経
過
し
た

頃
か
ら
白
血
病
患
者
が
増
加

し
、
甲
状
腺
が
ん
や
乳
が
ん
、

肺
が
ん
な
ど
、
悪
性
腫
瘍
の
発

症
率
が
高
く
な
り
は
じ
め
た
。

熱
線
や
熱
風
、
そ
し
て
放
射
線

の
被
害
は
甚
大
だ
っ
た
。

７
万
人
の
朝
鮮
人
被
爆
者

原
爆
の
犠
牲
者
に
は
外
国
人

も
多
く
い
た
。
も
っ
と
も
多

か
っ
た
の
が
朝
鮮
人
だ
っ
た
。

広
島
は
当
時
、
日
本
有
数
の
軍

都
で
あ
り
、
長
崎
も
三
菱
長
崎

造
船
所
を
か
か
え
る
軍
需
都
市

で
あ
っ
た
。

日
本
は
１
９
１
０
年
、
朝
鮮

を
植
民
地
と
し
た（
韓
国
併
合
）

が
、
植
民
地
下
で
の
農
地
や
生

産
物
の
収
奪
な
ど
で
生
活
基
盤

を
失
っ
た
人
々
は
、
仕
事
を
求

め
日
本
に
渡
っ
て
き
た
。
ま
た

戦
時
下
で
は
強
制
連
行
な
ど
に

よ
っ
て
百
数
十
万
と
い
う
朝
鮮

人
が
、
日
本
の
軍
需
工
場
や
炭

鉱
、
建
設
現
場
な
ど
へ
と
駆
り

出
さ
れ
た
。

被
爆
当
時
の
広
島
市
の
人
口

は
約
35
万
人
、
長
崎
市
は
約
24

万
人
。
死
者
数
は
両
市
あ
わ
せ

て
23
万
３
１
６
７
人
（
１
９
４

５
年
末
ま
で
の
推
定
）。
韓
国

原
爆
被
害
者
協
会
の
推
定
に
よ

る
と
朝
鮮
人
被
爆
者
数
は
約
７

万
人
。
そ
の
う
ち
約
４
万
人
が

亡
く
な
り
、戦
後
帰
国
し
た「
在

韓
被
爆
者
」
は
、
広
島
と
長
崎

を
あ
わ
せ
て
２
万
３
０
０
０
人

に
の
ぼ
る
（
現
在
の
北
朝
鮮
の

地
へ
は
約
２
０
０
０
人
）。

帰
国
し
た
被
爆
者
の
多
く
は

家
も
田
畑
も
な
く
、
日
雇
い
や

行
商
で
日
銭
を
稼
い
だ
。
ど
ん

底
生
活
の
中
、
原
爆
で
傷
つ
い

た
体
を
癒
す
こ
と
も
で
き
ず
、

元
気
だ
っ
た
者
も
原
爆
症
に
冒

さ
れ
て
い
っ
た
。
医
者
に
か
か

ろ
う
に
も
治
療
費
が
払
え
ず
、

原
爆
症
と
そ
の
治
療
に
つ
い
て

知
る
医
者
も
い
な
か
っ
た
。

原
水
爆
禁
止
運
動
の
中
で
、

戦
後
12
年
経
っ
た
１
９
５
７
年

に
よ
う
や
く
「
原
子
爆
弾
被
爆

者
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
で

は
、被
爆
者
と
認
定
さ
れ
る
と
、

「
被
爆
者
健
康
手
帳
」
が
交
付

さ
れ
、
国
費
負
担
で
健
康
診
断

と
原
爆
症
の
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

原
水
禁
運
動
の
中
で
も
在
外
被

爆
者
の
存
在
は
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
た
。

１
９
６
０
年
代
に
入
っ
て
、

在
韓
被
爆
者
た
ち
は
声
を
あ
げ

始
め
た
が
、１
９
６
５
年
の「
日

韓
基
本
条
約
」
と
「
日
韓
請
求

権
・
経
済
協
力
協
定
」
の
中
に
、

在
韓
被
爆
者
の
保
障
に
関
す
る

項
目
は
な
か
っ
た
。

在
韓
被
爆
者
の
孫ソ
ン

振ジ
ン

斗ド
ゥ

さ
ん

が
１
９
７
０
年
、
被
爆
者
手
帳

原
水
爆
禁
止
運
動

戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下

に
置
か
れ
た
日
本
で
は
、
原
爆

の
報
道
は
禁
止
さ
れ
、
広
島
や

長
崎
の
被
爆
者
の
「
原
爆
を
な

く
せ
」
の
声
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。

日
本
の
原
水
禁
運
動
が
誕
生

し
た
き
っ
か
け
は
、
１
９
５
４

年
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ビ
キ
ニ

環
礁
で
の
水
爆
実
験
。
こ
の
と

き
、
焼
津
の
マ
グ
ロ
漁
船
「
第

五
福
竜
丸
」
に
死
の
灰
が
降
り

か
か
り
、
乗
組
員
23
人
が
急
性

の
放
射
線
障
害
に
か
か
っ
た
。

近
く
で
操
業
し
て
い
た
他
の
漁

船
も
被
災
し
、
陸
揚
げ
さ
れ
た

魚
の
放
射
能
が
測
定
さ
れ
、

次
々
に
廃
棄
処
分
と
な
っ
た
。

そ
の
様
子
が
連
日
報
道
さ
れ
、

日
本
全
体
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
原
水
爆
に
反
対
す
る

署
名
運
動
が
始
ま
っ
た
。

１
９
５
５
年
の
第
１
回
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
開
催
ま
で
に

集
ま
っ
た
署
名
は
約
２
５
０
０

万
筆
。
日
本
の
全
人
口
の
約
28

％
が
原
水
爆
禁
止
を
求
め
る
意

志
表
示
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
東
西
対
立
の
激
化

な
ど
を
背
景
に
、
原
水
禁
運
動

の
組
織
（
原
水
爆
禁
止
日
本
協

議
会
）は
１
９
６
３
年
に
分
裂
。

１
９
６
５
年
に
原
水
爆
禁
止
日

本
国
民
会
議
が
結
成
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
核
に
反
対
す
る
運
動
へ

と
広
が
っ
て
い
る
。

何
を
聴
き
、
伝
え
る
か

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
71
年
が
過
ぎ
た
。
人
の
一
生

ほ
ど
の
歳
月
が
流
れ
る
う
ち

に
、
核
兵
器
が
大
量
に
生
産
さ

れ
、
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
、
原

発
が
つ
く
ら
れ
、
大
き
な
事
故

も
起
き
た
。
そ
し
て
現
在
は
、

民
族
や
思
想
な
ど
を
理
由
に
し

た
紛
争
が
絶
え
ず
、
国
の
力
を

軍
事
力
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
牽
制

し
あ
っ
て
い
る
状
況
だ
。

戦
争
体
験
者
が
い
な
く
な
っ

て
い
く
中
で
、
何
を
聴
き
、
何

を
伝
え
て
い
く
か
。
現
在
の
世

界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
、

過
去
に
起
き
た
こ
と
は
無
関
係

で
は
な
い
。
被
爆
者
へ
の
支
援

措
置
は
対
応
が
遅
く
、
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
福
島
原

発
事
故
後
の
対
応
に
も
み
ら
れ

た
こ
と
だ
。「
唯
一
の
被
爆
国
」

を
枕
詞
の
よ
う
に
使
う
だ
け
で

は
な
く
、
被
害
者
と
真
摯
に
向

き
合
う
国
の
姿
勢
が
必
要
だ
。

風
評
被
害
や
偏
見
、
そ
れ
に

よ
っ
て
差
別
が
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

歴
史
か
ら
学
び
な
が
ら
一
人

ひ
と
り
が
感
じ
、
次
の
世
代
へ

伝
え
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
核
兵
器
も
、

原
発
も
い
ら
な
い
と
。

［コミック版］全10巻（汐文社、1993年、7344円）

中沢啓治（1939-2012）が1973年に発表した代表作。
自身の被爆体験を題材としており、原爆の実状や悲
惨さ、むごさを描いている。
2012年に松江市教育委員会が、「小中学生には過激な表現がある」

として「はだしのゲン」を貸出せず閉架扱いとするよう市内の小中
学校に要請し、それを受けて学校の図書室から消えるという問題が
起こった。最終的には「学校の自主性に任せる」こととなったが、鳥
取市や泉佐野市などの自治体でも閉架や回収の措置がおこなわれた
（のちに撤回）。
＜中沢さんの言葉＞
「いまや日本は強大な軍事力を持っている。これがまた戦争への

道を歩み出すというのは、恐ろしいことです。そうなると、あの体
験は一体何だったんだろう、ということになってしまう。だから、
『鉄は熱いうちに鍛えよ』というけれども、本当に若い世代に絶えず
戦争の恐ろしさ、原爆の恐ろしさを伝えてほしいと思います。そし
て、『はだしのゲン』をそのために活用してほしい。」（「はだしのゲン
はヒロシマを忘れない（岩波ブックレット・2008年）」より抜粋）

本
の
紹
介

の
交
付
を
求
め
て
起
こ
し
た
裁

判
は
、
78
年
に
最
高
裁
で
勝
訴

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
在
韓
被

爆
者
に
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
道

が
ひ
ら
か
れ
た
。
し
か
し
、
日

本
政
府
は
日
本
に
渡
日
し
た
人

だ
け
を
期
限
付
き
で
治
療
す
る

と
い
う
方
針
を
出
し
た
た
め
、

在
韓
被
爆
者
た
ち
は
、
日
本
に

居
住
す
る
被
爆
者
と
同
じ
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
闘
い
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

消
極
的
な
日
本
政
府

８
月
15
日
に
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
の
実
現
を
訴
え
る
オ

バ
マ
政
権
が
導
入
の
是
非
を
検

討
し
て
い
る
「
核
兵
器
の
先
制

不
使
用
政
策
」
に
つ
い
て
、
安

倍
首
相
が
反
対
の
意
向
を
伝
え

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
（
安
倍

首
相
は
否
定
し
て
は
い
る
が
）。

核
攻
撃
を
受
け
な
い
限
り
、
先

に
核
兵
器
を
使
用
し
な
い
と
い

う
も
の
だ
が
、
北
朝
鮮
に
対
す

る
抑
止
力
が
弱
体
化
す
る
こ
と

を
懸
念
し
て
反
対
し
て
い
る
と

い
う
。
８
月
６
日
に
は
「『
核

兵
器
の
な
い
世
界
』
に
向
け
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
」
と
演
説
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
で
あ
る
。

「
唯
一
の
被
爆
国
」
だ
と
い

う
日
本
の
政
府
は
、本
当
に「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
を
実
現
さ

せ
る
気
が
あ
る
の
か
。

核
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て

核
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て

今年の原水禁世界大会に参加した兵庫
県連同盟員の感想を紹介します。

【広島大会】（８月４～６日）
・アメリカにはウラン採掘や核兵器開
発、核実験などに関わって被曝した
人がたくさんいる、というフォト
ジャーナリストの豊崎博光さんの話
が印象的だった。

・原爆ドームを間近で見て、一発の原
爆が引き起こす威力・脅威を改めて
実感した。安倍首相が進めようとし
ている憲法改悪は、何としても阻止
しないといけないと思った。

【長崎大会】（８月７～９日）
・日本は、世界第３位の原発保有国で
あり、核兵器になりうるプルトニウ
ム保有国であることは恥ずべきこと
だと思った。

・今も続くチェルノブイリの怖さを学
んだ。戦争は最大の人権侵害。改め
て、平和を大切にしたいと思った。

行ってきました！


